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田中川干潟

津の海 夏景色 ～田中川干潟の希少生物～
　津市北部の河芸地域を流れる田中川は、決し
て大きな川ではありませんが、その河口には大
きな干潟が広がっています。ここは伊勢湾西岸
の湖沼型干潟として、川越町高松干潟と並び貴
重な自然景観が残り、さまざまな生物が確認さ
れてきています。
　この田中川干潟は、現在、左岸側はマリンレ
ジャーでにぎわうマリーナ河芸にその姿を変え
ましたが、右岸側は今もなお約5.5haの広大な姿
を残しています。
　一時は、干潟の生物が激減したものの、水の
出入りを可能とする空石積という自然石を積ん
だ護岸整備により生態系を守る配慮がなされ、
潮の干満によって海水と真水が入り混じり合う
汽水域には、再びさまざまな生物の姿が見られ
るようになってきました。
　植物では、ハマボウフウやハマサジ、ハママ
ツナの群落が大きく広がり、堤防沿いのハマボ
ウの古木は７月中旬ごろに大きな花を咲かせま
す。また、動物では、三重県の鳥シロチドリの
繁殖地としても知られ、カニの一種で国の準絶
滅危惧種でもあるハクセンシオマネキの生息も
確認されています。他にも多種多様な貝類や
魚、昆虫などが生息し、海に面する浜辺では産

卵するアカウミガメの姿も見られます。
　こうした豊かな自然が残る干潟周辺には、毒
をもつエイやガンガゼ、カツオノエボシなども
いますが、子どもたちが海の生態を知るための
大事な学習の場にもなっています。
　近年、地元のボランティア団体を中心に清掃
活動が行われ、その自然景観が守られている田
中川干潟。マリーナ河芸の展望塔から一望でき
る河口の対岸では、豊かな生き物の活動が静か
に営まれています。

７月中旬に開花するハマボウ

展望塔から見た田中川と干潟


